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lMa-2　　　　 染料水溶液 の光退 色に及 ぼすシクロデキストリン添加の影響

○樫 野悦子＊　今泉　 麗＊　藤井 富美 子＊＊

（＊共立女短大　 ＊＊徳島文 理大）

目的　 シ クロデ キストリン （ＣＤ と略記）は， グル コピラ ノー スがa  －1  ,    4 結合 した 環

状構造を なすオリゴ糖で，そ の環状 内部に疎水性物質を包接するこ とが知 られている。 49

回大会におい て，酸性染料Suminol Milling Brilliant Red BS （C.I. Acid Red 138）の光退色抑制効

果について 報告したが，本研究ではさらに ＣＤ と染料分子 の相互作用を 探ることを 目的 と

して ＣＤ 添加 の影響につい て検討 した。

方法　 染料 は酸性 染料を主として用い，例えば染 料構 造の近似してい るOrange ｌ ， Orange

n,      Orange　Ｇ 等の試薬をそ のまま使用し た。 ＣＤ にはa  , β,   y の３種 の試 薬をそ のま

ま用い た。CD 及び染 料のそれぞ れの濃度を変化 させ て調整した水溶液 につい て吸収 スペ

クトルを 測定し,   CD と染料 との相互作用を検討す るとともに， キセノンフェ ーデ ィン グ

テスターで 光照射を行い ，照射時 間ごとに 水溶液 の可視部における吸収 スペ クトルを測定

してＣＤ の光退色抑 制効果 を評価した。

結果　 （１）ＣＤ を染料水溶液に添加す ると,   Orange l とOrange ｎ の吸収 スペ クトルは，

a  － ＣＤ で は若 干変化するも のの大き な差 は認 められない が， β,    Y －CD で は ＣＤ 濃度

の増加と ともに大きく 変化 して等吸収点が認められ, CD による染料 の包接 が示唆された。

一方,   Orange Ｇ の吸収スペ クトルは， a  ,　β，7  －CD のいずれにおいて も若 干変化 する

もの の大 きな差 は認 められ なかっ た。（２）染料 水溶 液の吸光 度は光照射時 間 とともに次

第に低下し退色す る。 Orange l とOrange Ｇの染料水溶液 にＣＤを 添加して光照 射す ると，

a  ,　β,    7 －CD では退色度の減少 が生iこ，退色抑 制効果 が認 められ た。 Orange Ｈの場合

は，7  －CD 添加におい て退色抑制効果 が認 められた。

lMa-3 江戸時代の緑色染織布中の天然染料の鑑別
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目的　これ迄に、二千年前のアッタール古墳をはじめ、シルクロード遺跡などからの出

土染織布について天然染料の鑑別を試みてきた。それらの中で特に緑色は古来極めて重要
な色調の一つであって、いずれに於いても染色には藍と黄色染料の重ね染めが行なわれて

いるが、黄色染料の種類や使用法については未だ不明な点が多い。そこで、本報において
は、江戸時代の染織布で抽出法による鑑別の可能な3  5種類の絹試料について、それらの

緑色部分に用いられている染料の鑑別を試みた結果を報告する。
方法　まず標準染色絹試料を作製した。古来の緑色染めに用いられてきた黄色染料とし

ての確率が高いと考えられる苅安、楯子、黄菊、楊梅、石榴及びミロバランを選び、それ

ぞれ常法に従って煎出し、予め築の発酵建てにより藍染めした絹布を浸染した後、灰汁ま

たはアルミニウム媒染を行なった。供試染織布は既報と同様に色素を抽出し、吸収スペク
トルの測定結果を標準染色試料の場合と比較することによって鑑別を行なった。

結果　供試染織布の緑色部分を模様や地染めと刺繍糸とに分けて鑑別を行なった。まず
刺繍糸部分については、白色部分を含めていずれも光沢を持った美しい色調を保っている

が、測定結果はいずれも黄葉の特徴を示しており、藍染めの上に黄葉（または黄蓮）染め

したものと鑑別した。次に模様と地染め部分については、明るい色調のものには楯子また
は黄葉、濃い色調のものには楊梅または石榴と推定されるものが多いなど色々な染料が使

用されていた。従って、刺繍糸の場合には光沢を考えてカチオン性色素を含む黄葉を、模

様の中や地染めの場合には必要とする色調によって染料を使い分けていたと考えられる。
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